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１．はじめに 
前報１）ではＰＦＢＣ灰の特性、本法の概要、ＰＦＢＣ灰のみの固化物の強度試験・粒状固化物の品質試験

等を報告した。今回、固化物をさらに高強度にするためにＰＦＢＣ灰に添加する材料および養生方法を選択し、

それらの材料をＰＦＢＣ灰に添加したものによる骨材製造・骨材の品質試験およびその代表的な骨材を用いた

コンクリ－ト供試体による強度試験を行い、ＰＦＢＣ灰固化物の骨材としての適用性を検討したので報告する。 
 

２．骨材の製造と骨材の品質試験 
ＰＦＢＣ灰に添加した材料は普通セメント、高炉微粉末（高炉ｽﾗｸﾞ）、Ｂ種高炉セメント（高炉 BB）、消石

灰である。固化物製造における水粉体比は消石灰１６％・その他の材料は２０％である。養生方法は全てのケ

－スに対して前養生として 24 時間封緘養生を行い、本養生として 20℃および 60℃での所定材令までの水中

養生、10 時間のオ－トクレ－ブ養生（180℃、10 気圧）の３種類とした。 

ロ－ルプレスはコンパクタ－とブリケッタ

－で行った。得られた固化物の強度の評価のた

めに、コンパクタ－の場合には押し抜き剪断試

験、ブリッケッタ－の場合には圧壊試験をそれ

ぞれ実施し、事前に圧縮試験との間で得られた

換算から推定圧縮強度を求めた。図－１および

図－２に上記の試験から推定圧縮強度を求め

るための図を示す。図－２のＳｃはブリケッタ

－によるアーモンド状生成物の圧壊試験によ

る推定圧縮強度であり次式より求めた。推定 

式 Sｃ≒（P/Ｖ2/3）/0.19 ここに P：圧壊荷重・V：試験片の体積

（cm3）2) 、一方、圧縮強度はアーモンド状生成物から抜いたコ

アによるものである。なお、本稿では以後ブリケッタ－での試験

のみを扱う。図－３に代表的な材料と各養生での固化物の推定強

度、絶乾密度、吸水率をに示す。図－４に養生温度 60℃の場合の

材令経過に伴う推定圧縮強度の推移の例を示す。また、図－５に

固化物における推定圧縮強度のバラツキの例を示す。 
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図-２圧壊推定圧縮強度と圧縮強度の関係
（ｱｰﾓﾝﾄﾞ状成形物）  
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表-２ ＰＦＢＣ灰固化物を用いたｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強度試験

図-５ 固化物の強度のばらつきの例 図-４ 60℃養生固化物の強度推移例 図-３ 改良材を添加したPFBC灰固化物の特性

これらの図より①固化物の圧縮強度 40N／mm2以上は、普通セ 

メント及び消石灰のオートクレーブ養生と普通セメント 25％添 
加の 60℃水中養生であった。②圧縮強度が高いと絶乾密度は高 
く（最大 1.8g/cm3）・吸水率は低くなる（最小 12%）このことは 

オートクレーブ養生において顕著であった③養生時間と固化物 
の強度の関係は 60℃水中養生の場合、固化物は早期（１日）に 

強度発現しており３日強度で十分な養生効果を得ることが出来る 
④固化物の強度のばらつきは、平均強度が高いほどばらつきが大 

きく、ばらつきの幅は平均強度±5～10N/mm2程度であった。 

 
 

３．コンクリ－ト供試体による圧縮強度試験 
改良材を添加したＰＦＢＣ灰を用いて製造

した粒状固化物を骨材としたコンクリ－ト供

試体の強度を確認するため、構造用軽量コンク

リート骨材試験 JIS A 5002 に従い試験を行っ

た（固化物は解砕分級し粗骨材として 100%使

用・細骨材は山砂を 100%使用）。表－２に使

用した粗骨材・テストピ－スの作成条件および

試験結果を示す。コンクリート圧縮強度は標準

養生 28 日で 35.3～43.4N/mm2 となり骨材推

定圧縮強度とほぼ同等の結果が得られた。 
 

４．まとめ 
 ＰＦＢＣ灰に少量の添加材（普通セメント等）を加え加圧成形し養生（オートクレーブ・60℃養生）する

ことにより推定圧縮強度 40Ｎ/mm2以上の固化物が製造することが出来た。この固化物による骨材は中軽量で

吸水率の高い骨材であるが、この骨材を使いコンクリート試験結果から圧縮強度 40Ｎ/mm2程度のコンクリー

トが製造可能であることを確認した。 
  
参考文献 
１）澄川・池田・長澤：PFBC 灰を利用した骨材の開発（その１ PFBC 灰固化物基本特性） 
２）岩石学入門＜第 2 版＞ｐ154、（財）東京大学出版会 

0

20

40

60

Ｐ
灰

の
み

ｽ
ﾗ
ｸ
ﾞ1

5%

高
炉

Ｂ
Ｂ

15
%

普
通

15
%

普
通

15
%倍

練

*普
通

20
%*

普
通

25
%

消
石

灰
16

%

（添加材料と添加率）
圧

縮
強

度
（

N
/
m

m
 2 )

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

絶
乾

密
度

（
g/

c
m

 3 )

２０℃水中２８日

６０℃水中７日

ｵｰﾄｸﾚﾌﾞ10h

12

16

20

24

28

吸
水

率
(%

)

0

10

20

30

40

50

Ｐ
灰

の
み

ｽ
ﾗ
ｸ
ﾞ1

5%

高
炉

Ｂ
Ｂ

15
%

普
通

15
%

普
通

15
%倍

練

*普
通

20
%*

普
通

25
%

消
石

灰
15

%

（添加材料と添加率）

圧
縮

強
度

(N
/m

m
2
)

６０℃水中１日

６０℃水中３日

６０℃水中７日

使用した粗骨材

種類 推定強度 養生条件 配合設計（ｍ３当たり） 単位：kg スランプ 空気量 単位重量 圧縮強度

水 ｾﾒﾝﾄ 細骨材 粗骨材

W C S G

普通ｾﾒﾝﾄ15% 31.4 60℃7日 130.0 325.0 778.6 919.9 8.5 0.5 2.16 35.3

普通ｾﾒﾝﾄ25% 43.7 60℃7日 153.0 382.5 735.6 859.0 8.0 1.7 2.14 43.4

普通骨材 － － 170.0 425.0 703.9 1078.1 7.3 1.6 2.40 50.5

備考 Ｗ/Ｃ＝40.0%：Ｓ/a＝40.0%

N/mm2N/mm2 (cm) (%) g/cm3

構造用軽量ｺﾝｸﾘー ﾄ骨材試験　　
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